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1. 業務の背景と目的 

1.1 業務の背景 

 ネパールは内陸国であり 90% が陸上交通に依存 

 ミッドヒルハイウェイ(1,750km) の東西回廊が全国の輸送の 60%を占める。標高 500m – 

1,500m のナグドゥンガ峠を通過する幹線道路の一部区間である。 

 縦断勾配が 10%を超え、かつ連続した急カーブも多く、そのため、大渋滞と重大事故が発

生する区間である。 

 雨季には、斜面崩壊や地すべりなどが多発する区間である。 

 上記の課題の対策を検討するために、「JICA タンコット地区道路整備に係る情報収集・

確認調査」が 2014 年 1月に実施された。 

 円借款事業の審査に必要とされる情報及びデータの収集調査を行うため、業務を実施した。 

1.2 本事業の位置 

本事業の位置は、下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 本事業の目的 

本事業の目的は、首都カトマンズと主要都市を結ぶ幹線道路上にあるナグドゥンガ峠にトンネ

ルを建設し、既存の道路線形の改良、移動時間の短縮、通行の安全性向上を図ることである。  

 

2. 対象道路の現状 

2.1 既存道路の線形 

対象道路の平面及び縦断線形は以下の通りである。 
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 既存道路は、ナグドゥンガ峠を上り下りしなければならず、道路線形は種々の問題がある。 

o 連続した急カーブ及びヘアピンカーブ: 19 箇所 

o 急勾配: 縦断勾配 7％以上の区間が全体で 1.6km 

 標準以下の道路線形であるため、車両の平均速度は 20km/時以下であり、交通混雑が日常

化している。 

 また、道路横に危険／不安定な法面があり、法面崩壊による通行止めのリスクが高い。 

 上記の問題を解決するために、より安全・スムースかつより走行コストの小さくするよう、

トンネル建設が求められている。 

2.2 交通量及び車種構成 

 ナグドゥンガ区間の交通量は年々増加してしる。 

 重量車両は全体交通の 48％を占め、非常に高い。 

            
 

 

ナグドゥンガ峠の年平均日交通量 
ナグドゥンガ峠の車種構成 

（バイク除く） 



ナグドゥンガ峠トンネル建設事業準備調査  
 

3 

 

2.3 交通流パターン 

• 交通調査（起終点調査）結果を以下に示す。ネパール西部地域及びインドからの交通が多

いが、ネパール東部地域からの交通も見られる。  

 

2.4 既存道路の旅行速度 

• 東行き（カントマンズ行き）の大型トラックの平均速度は、20km/h である。朝時間帯の上

り勾配区間の速度は 10km/h と低く、既存道路 8km 区間の平均旅行時間は 30 分であった。 
 

 
 

 

 

 

0km/h
-10km/h
-20km/h
-30km/h
-40km/h
-50km/h
50km/h-

旅行速度：東行き 

（ナウビセからカトマンズへ） 
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• 西行き（ナウビセ行き）の大型トラックの平均速度は、25km/h であり、既存道路 8km 区間

の平均旅行時間は 22 分であった。下り勾配区間の速度は、20km/h 程度であった。  
 

 

2.5 将来交通量 

• 社会経済指標の成長率と車種別・方向別のトンネル利用率より、トンネル利用交通量を推

計した。 

• 将来のトンネル利用交通量は 2020 年で 7900 台／日、2030 年で 10000 台／日と予測される。  

（上段は既存道路を含む将来交通量、下段は内トンネル区間の将来交通量） 

 
出典：調査団 

 

 

旅行速度：西行き 

（カトマンズからナウビセへ） 
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3. 線形検討 
既調査（JICA タンコット地区道路整備に係る情報収集・確認調査）及び提案する線形を下図

に示す。 

 
 

 既調査での課題 

 

課題－１： 多くの住宅移設が生じる (住宅開発建設中) 

課題－２： 地質の悪い箇所を通過するトンネル線形 
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 課題－１:多くの住宅影響箇所と住宅開発建設中（黄色点線箇所） 

 
 

 

 課題－2:地質の悪い地域を通過するトンネル線形 
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線形代替案の比較を以下に示す。Alternative (1)を推奨する。 
平 面（線形） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 【Alternative(1)】:本調査にて提案された線形 (曲線トンネル) 【Alternative(2)】:情報収集調査時決定線形(直線トンネル) 

走行性 トンネル内の線形が S-字のカーブであるが、曲線半径が大きく、
走行への影響小 

△ 
トンネル区間の線形が直線であり、走行性がよい 

○ 

縦断勾配 縦断勾配が"Alternative (2)"より緩い.(i=3.2%) ○ “Alternative-1”に比べ急である. (i=3.5%) ○ 

施工性 (トンネル) トンネル区間が固い岩盤を通るため、施工性が“Alternative (2)” 

に比べ高い 
○ 

トンネル区間が柔らかい粘土の堆積層であるため、施工に関し
て補助工などが必要となり、施工性に劣る。 

△ 

支障物件 移転を必要とする家屋数が"Alternative (2)"の半数程度 ○ Maximum number of relocated house is about 27. △ 

建設コスト(比率) 1.00 ○ 1.40 △ 

施工期間 42 ヶ月 ○ 59 ヶ月 △ 

評価 縦断勾配、施工性、移転家屋数、建設コスト、施工期間の観点
から “Alternative (2)”より優れる.大きな曲線であるため、ハンド
ル操作がドライバーの眠気防止となり、交通事故のリスクも小
さい。 

1 

素行性は “Alternative (1)”に比べよいが、長い直線であるため、
事故率が高い。. 

2 

 

<To Naubise> 

<To Kathmandu> 

 

3.1 西側の接続地点での線形検討 

西側のトンネル坑口の地形制約から、大きな課題は、既存道路とトンネルをどのやって接続させ

るかである。以下に示す代替案検討を行った。 

• 代替案－1 
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• 代替案－2 

  
 

上記の比較検討結果より、Alternative-2 を推奨する。 
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4. トンネルの予備設計 

4.1 地質状況 

トンネル区間及びアプローチ道路の地質状況は次の通りである。

 

4.2 トンネル区間の平面及び縦断線形 

トンネルの平面及び縦断線形は以下の通りである。 

設計速度 60km/h 

トンネル延長 2,450m  

平面線形  S 字カーブ(R=1000m) 

縦断勾配  3.22%  

4.3 トンネル断面 

トンネル区間の掘削パターン別の標準断面は次の通りである。 
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4.4 トンネル掘削パターン 

トンネル掘削パターンは次の通りである。 

 

4.5 トンネル車線運用 

トンネル車線運用は以下の通りである。（左下図は当初案、右下図は推奨案） 

 
 

 

トンネル車線運用は、詳細設計の段階でも十分に検討すべきである。 

4.6 掘削方法 

• 山岳道路トンネルの掘削方法として、発破方式と機械掘削がある。  

• ナグドゥンガトンネルの地質は主に頁岩の薄い水平な層と多くの割れ目の入った砂層であ

り、地質はあまり良くない。よって、本トンネルは、ロードヘッダーによる機械掘削で行

う計画とした。  

 

推 奨 
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機械掘削:ロードヘッダー  

4.7 補助工法 

日本で開発された AGF 工法を本事業にて活用す

る。 

トンネル掘削が、非常に軟弱な地質状況で、掘

削面が吹き付けコンクリートとロックボルトで

自立できないような箇所で必要となる。 

トンネル箇所が、断層帯のところでは、軟弱の

地質状況を改良するために、薬剤注入をした

AGF 工法が必要となる。 

・注入式フォアポーリング(3m)：適用総延長 337.5m 

・長尺鋼管先受け工(鋼管 12m)右図参照：適用総延長 300.0m 

4.8 安全な交通運用のための様々なトンネル施設 

トンネル内の安全な交通運用を行うために、以下に示す様々な施設がある。 

 
 

 

安全対策の必要性 

トンネル内の運営管理では、次のリスクがあげられる。  

 故障車両  
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 車両からの落下物  

 駐車車両  

 交通事故 

 火災 

 火災 10 分以内で、トンネル内に煙が蔓延する。 

 トンネル利用者は行動に約 4 分を要する。 

  そのため、火災箇所から避難できる残り時間は 6 分となる。 

 人々は秒速１ｍで走ることができるので、火災発生箇所から 360～400m まで逃げることが

できる。 

 人命を守るため、安全設備は 400m間隔に配置する必要がある。  

 

ナグドゥンガ峠トンネル場合、トンネル内の適切な換気を行うためには、必要となるジェット

ファンの数は 28 である。これは、2030 年の将来交通量を基にジェットファン数量を計算した。

ジェットファンは、JFX-1250 の形式を想定し、トンネルの坑口から 160m 離して設置し、その

後 160m間隔で設置する計画とする。 

 

 
トンネル内のジェットファン 

4.9 料金所の配置案（西側・東側） 

トンネルの運営・維持管理のための資金を確保するために、トンネル利用者から料金徴収するこ

とを計画している。料金所は西側及び東側トンネル坑口に近くにそれぞれ建設する計画としてい

る。 
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4.10  トンネル掘削の土捨て場の検討 

トンネル掘削のため、240,000m3 の掘削土量が発生する。そのうちの 190,000m3 を西側坑口か

ら、50,000 m3 を東側坑口から処分される。西側坑口からの掘削土量は適切な土捨場に処分さ

れ、一方、西側坑口のからの掘削土量はアプローチ道路建設の盛土材として活用される。 

西側坑口側にて、3 箇所の土捨場について、以下の通り検討を行った。掘削土は No.1 の地点

にて処分して、掘削土で埋めることによって平地に変えて、道の駅を整備する計画とした。 

 

 
No.  箇所 トンネル

坑口から

の離れ 

収用容量 特徴 評価 

１  Sisne 

khoka  

100m  300,000 m3 • トンネル近く、土捨のコストが安

い。 

• トンネル管理施設の設置に活用  

• トンネルの排水の有効活用 

◎ 

２  Thapatho

k  

5.3km  140,000 m3 • トンネルから離れている。 

• 収用容量不足  

△ 

３  Khanikh

ola  

8.3km  125,000 m3 • 眺めがよい。 

• トンネルから離れている。 

• 5 家屋 の移転, 収用容量不足 

△ 

4.11  土捨場の開発計画 

西側坑口の土捨場はトンネル掘削材を活用して平地にならして、そこに道の駅として整備する

ことを提案する。 



ナグドゥンガ峠トンネル建設事業準備調査  
 

14 

 

 

西側坑口の道の駅 

広場、トイレ、レストラン、土産店、駐車場が整備される。 

 

提供される施設: 

面積: 4,650 m
2
 

駐車スペース:大型車 8 台、小型車 25 台  

ファーストフードレストラン (1 階): 215 m
2
  

土産店(2階): 215 m
2
  

トイレ 男性用:36 m
2
 、女性用：36 m

2
 

 

4.12 土捨場整備の運営組織 

道路局・事業管理部署が、道の駅を管理して、レストラン・店舗を運営・管理する民間会社を

選定することを提案する。駐車スペース、情報提供などの運営・管理は、トンネル管理事務所

が実施することが想定される。 
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4.13 送電線計画 

トンネルの安全な運用を実施するためには、種々のトンネル施設を運用できるよう、専用の電

力供給が極めて重要である。トンネルの平常運用には、安定した電力が極めて必要とされ、特

にジェットファンと電気照明の運転が重要である。11 キロボルトの送電線がネパール電力庁

の Matathirtha変電所から、トンネル東側坑口まで建設される。 
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変電所及び送電線の設備  

 Vacuum Circuit Breaker (VCB) Switch Gear – 2sets – 11KkV  

 Adaptation Panel – 2sets  

 Power Cable (11kV) for underground cabling – 1.95 km length  

 Overhead Transmission Line Cable – 2.19 km length  

 H-Poles – 45 nos.  

 Civil Works for Cable Laying : RCC Channel Box (Pre-cast) 

 

東側坑口のスイッチヤードの設備:  

 Transformer (11kV/400V), Dry, Indoor Type, Capacity 750kVA x 2 nos.  

 Bus coupler – 2 nos.  

 Air Circuit Breaker  (ACB) Switch Gear 

 

公共事業運輸省は、エネルギー省及びネパール電力庁と「Uninterrupted Power Supply and 

Dedicated Feeder including grid connection for Tunnel」に関する覚え書き（案）に関し、協議を行

い最終化する予定である。 
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5.  アプローチ道路の予備設計 

5.1 アプローチ道路 

アプローチ道路は、西側 0.4km 東側 2.20km の合計 2.60km からなっており、2 つの橋梁と 3 つ

のボックスカルバート建設が必要となっている。 
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5.2 道路設計の設計条件 

提案する道路の設計条件は下表のとおりである。 

No. 項目 基準値 参考 備考 

1 道路種別 国道 Class II     

2 設計速度 (km/h) 60.0   5000-20000 乗用車/日 

  
横
断 

車線数 2.0     

全幅 (m) 12.0     

車線幅 (m) 7.0     

路肩幅 (舗装) (m) 2.0     

保護路肩 (未舗装) (m) 1.0     

横断勾配 (%) 2.5     

法面勾配       

盛土 V:H = 1:1.8 日本道路構造令   

切土 V:H = 1:0.8 to 1.8 日本道路構造令   

3 視距 停止視距 (m) 65 ネパール道路基準   

4 追越し 追い越し視距 (m) 300     

5 

平
面
線
形 

最小曲線半径 (m)       

    望ましい値 (m) 150     

    標準値 (m) 100     

    特例値 (m) 90     

    最大方勾配 (%) 6     

    緩和曲線最小曲線長 (m) 50 日本道路構造令   

6 

縦
断
線
形 

最急縦断勾配 (%) 4 ネパール道路基準   

最急縦断勾配（制限長付き） (%) 6 ネパール道路基準   

制限長 (m)       

 最急縦断勾配以下の場合 制限なし ネパール道路基準   

 最急縦断勾配以上の場合 210 ネパール道路基準   

最小準団曲線半径 (m)       

 凸曲線 1000     

 凹曲線 1200     

 

 
標準道路断面  
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5.3 橋梁平面、縦断及び断面 (RCコンクリート, 2 スパン, 35M)  

提案する橋梁の１つについて、平面・縦断及び断面図を以下に示す。 

 

 
 

6.  事業コンポーネント 
 

本事業は、基本的には下記のように構成される。  
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7. 事業費 
 

予備設計に基づいた事業費は次の通りである。 

 

1) 建設費（2014 年価格） 

• トンネル建設 100.1 億 NPR  

• 料金所 0.3 億 NPR  

• アプローチ道路／橋梁 6.7 億 NPR  

• 電力供給施設・送電線 1.5 億 NPR  

• その他 (土捨場、道の駅、管制施設)  2.1 億 NPR  

合計  110.7 億 NPR  

• 予備費 (10%)  11.1 億 NPR  

予備費を含めた合計  121.8 億 NPR  

 

2) コンサルタント費 

• 詳細設計・業者調達・施工管理 8.6 億 NPR  

• トンネル運営維持管理の能力向上 1.0 億 NPR  

コンサルタント費計 9.6 億 NPR  

 

3) 用地取得費他 

• 土捨場を含む用地取得費 12.7 億 NPR 

(政府価格) 

25.9 億 NPR 

(市場価格)  

注：ＶＡＴは含まれず 
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8.  経済分析 

8.1 便益の定量化 

車両運行費削減と旅行時間費削減の２つの便益を定量化した。車両運行費単価（2014 年）は

次の通りである。下表のとおり、縦断勾配(Gradient)に応じて車両運行単価を設定した。 

Gradient= 0 NPR/veh-km

Speed (km/hr) Car S_Bus M_Bus H_Bus L_Truck H_Truck

10 26.9 35.8 77.4 135.2 30.7 127.8

20 23.5 29.8 54.8 89.0 26.9 95.1

30 20.2 23.8 32.3 42.7 23.1 62.4

40 19.4 22.6 28.8 36.6 22.2 55.0

50 18.3 21.0 24.3 29.1 20.7 45.0

60 17.5 19.8 21.3 24.3 19.6 38.4

Gradient= 3.2% NPR/veh-km

Speed (km/hr) Car S_Bus M_Bus H_Bus L_Truck H_Truck

10 27.0 36.3 83.9 155.0 32.4 136.7

20 23.7 30.2 59.4 102.0 28.4 101.7

30 20.3 24.1 35.0 48.9 24.4 66.7

40 19.6 23.0 31.2 41.9 23.4 58.9

50 18.5 21.3 26.3 33.3 21.9 48.1

60 17.6 20.0 23.1 27.9 20.7 41.1

Gradient= 7.0% NPR/veh-km

Speed (km/hr) Car S_Bus M_Bus H_Bus L_Truck H_Truck

10 28.0 41.3 105.4 211.5 40.9 182.3

20 24.5 34.4 74.6 139.2 35.9 135.6

30 21.0 27.4 43.9 66.8 30.8 89.0

40 20.3 26.1 39.2 57.3 29.6 78.5

50 19.1 24.2 33.0 45.5 27.6 64.1

60 18.3 22.8 29.0 38.0 26.2 54.8  
出典：調査団 

 

車両時間費単価（2014年）は次の通りである。 

車種 NPR/台・分 

乗用車  12.2 

マイクロバス 22.1 

ミニバス 18.4 

大型バス 58.8 

軽トラック 3.3 

大型トラック 7.6 

出典：調査団 

8.2 経済評価結果 

上に示した、車両運行費用及び車両時間単価から便益を算出して、事業費を経済費用に換算し

て、経済評価を実施した。経済評価結果は次の通りである。 

No.  指標 結果 

1.  現在価値 (NPV) 120 億 NPR 

2.  費用対効果 (BCR; B/C) 1.13 

3.  経済内部収益率(EIRR) 13.3% 

割引率は 12.0%として計算。  出典：調査団 
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本事業の経済費用と便益から現在価値（NPV）は正となり、経済内部収益率（EIRR）は

13.3％で、政府目標値の 12％より高いことから、本事業は経済的に実行可能である。 

 

9.  環境社会配慮 

9.1 調査フロー 

調査のフローを以下に示す。本調査では EIA（案）を作成し、科学・技術・環境省(MOSTE)

からの EIAの承認を得るよう支援を行った。 

 

9.2 建設中及び建設後のトンネル区間の保護 

• トンネルのライフスパンを確保するために、トンネル上部の開発を禁止し、管理しなけれ

ばならない。 

• 不均一もしくは過度の荷重は、制限しなければならい。 

• 中高層建物の建設、井戸掘削・杭打ちなどは、禁止・制限する必要がある。 

• トンネルの重要範囲は、２Ｄの範囲とする。（Ｄはトンネルの高さ、もしくは幅であり、

本事業では 20ｍとする。） 

9.3 トンネルの重要範囲 (もしくはトンネル制限範囲)  

トンネルの重要範囲もしくは制限範囲(Restricted Zone)は、トンネル土被りが２Ｄ（もしくは

20ｍ）より小さい範囲である。この範囲の用地は、政府が取得しておくべきである. 
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9.4  地表土地所有者の地下部分の権利 

 地表土地所有者の地下部分の所有権利に関し、明記する法律が、何かあるか？ 

 調査団が調べた限り、地表所有者の地下部分の所有権利に明記した法律は存在しない。 

 そのため、地表土地所有者は、地下部分の開発もすることが可能であると思われる。（彼

らが地表下の箇所で何をしても処罰されない。） 

9.5 トンネル保護方法 

(1) トンネル上部の土被りが２D（もしくは 20m）より少ない範囲 

この範囲に対して、トンネル上部のいかなる開発はトンネルの安定性に影響を与えるであろう。

よって、政府は、その範囲に関しては、用地を取得し、通常のプロセスを通じて土地権利を政

府に移管することが推奨される。 

 

(2) トンネル上部の土被りが２D（もしくは 20m）以上の範囲 

 

オプション１：全て用地取得  

このオプションは、既存の法規に基づき実施できるが、非常に費用がかかる。 

このオプションでの用地の補償は、法律に従い、構成される補償決定委員会によって決定さ

れる。 

 

オプション２：一部用地取得と一部制約  

 

オプション３：全て用地取得、但し、既存所有者の所得権利はそのまま  

このオプションは、オプション 1 よりも安いかもしれないが、オプション 2 よりも高くなる。

各所有者との合意を行うのが大変である。 

 

オプション 4：政府による土地取得はないが、補償することである程度の開発行為を制限  

用地取得法 2034 の改訂、もしくは新しい法規の制定が必要となるかもしれない。（推奨案） 

 

オプション５：長期間のリース（100 年程度）  



ナグドゥンガ峠トンネル建設事業準備調査  
 

24 

 

 

推奨  

 

もし新しい法規が制定されるか、既存の用地取得法 2034 の改訂が行われれば、オプション 4

が最も望ましい。政府は用地取得をしないで済み、土地所有者もある制限のある権限となる

が、土地利用制限に対する補償額が支払われる。 

 

10.  トンネル運営維持管理 

10.1  主な運営・維持管理活動 

主な運営・維持管理活動は次のとおりである。点検、日常管理、修理・補修、モニタリング、

緊急行動、車両管理となる。 

 

10.2 トンネル運営・維持管理組織 

トンネル運営・維持管理の組織は下記に示すとおりである。 

Maintenance Branch  

Deputy Director General-1
Planning & Design Branch  

Deputy Director General-1

Foreign Cooperation Branch  

Deputy Director General-1
Mechanical Branch  

Deputy Director General-1 

Adminstrative Section 

Under Secretary Adm.)-1
Financial Administration Section 

Under Secretary (Acc.)-1

Project Directorate 

(ADB)

General Unit Planning Monitoring 

& Evaluation Unit

Bi-Lateral

Cooperation Unit

Equipment 

Maintenance and 
Management  Unit

Personnel 

Administration Unit

Central Level Auditing 

Unit

Road 
Network 

Development 
Project

Sub-Regional 

Transport 
Facilitation 

DIRECTOR GENERAL

Gaighat-Diktel Project Geo Environmental

Unit

Hile-Bhojpur 

Project (RAP)
Equipment 

Procurement and 
Training Unit

Internal

Administration Unit
Operation Unit

Development Unit/ 

SMD
Road and Traffic Unit Heavy Equipment 

Division - 6 nos

Legal and 

Compensation Unit
Dhulikhel-

Bardibas  Project 

Mechanical Office 

- 9 nos
Central Store

Multi-Lateral

Cooperation Unit
Bridge UnitContract Document 

Unit

Regional Directorate 

Offices  - 5 nos
Quality Test Unit Mechnaical Training 

Centre
RMDP (WB)

Central 

Laboratory
Divisional Road 

Offices - 25 nos

Dispute Resolution

Unit

Feeder Road 

Coordination Unit
Human Resource 
Development & 

Computer 
Documentation  

Center

Khodpe-Bajhang 

Project
HMIS Unit

Tunnel 

Management
Office

 
DOR 組織図（着色箇所がトンネル管理事務所） 
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トンネル管理事務所は下記のような組織になると考えられる。 

 
トンネル管理事務所組織 

 

10.3  トンネル管理事務所の必要人員 

トンネル管理事務所は、下記のスタッフから構成されると考えられる。 

スタッフ数= 50 名 

もし、料金徴収する場合、20 名の追加となる。 
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10.4  年間の運営・維持管理費 

必要とされるトンネルの年間の運営・維持管理費は、4,410 万 NPR である。 

100 万 NPR/年 

電気代 25.0 (58%) 

人件費を含むトンネル管理事務所運営費 13.1 (28%) 

維持管理／交換パーツ他 6.0 (14%) 

合計 44.1 百万 NPR/年 

 

もし、料金徴収が実施されるのであれば、追加の運営・維持管理費は 650 万 NPR／年となる。  

10.5  道路維持管理のための道路基金 

現在の道路基金のフローは次の通りであり、本事業に必要となる維持管理費とのギャップが大

きい。トンネル運営・維持管理費を確保するためには、料金徴収等が必要と考えられえる。 

 

10.6  料金徴収の支払い意思金額 

 

トンネル運営・維持管理の資金を確保するために、下表に示す料金徴収が必要になってくる。 

 

道路利用者の利用料金 

1 台あたりの利用料金  

普通車 大型車 

25 NPR 35 NPR 

 

支払い意思によるインタビュー調査結果では、乗用車運転手の 90％が上記料金を支払っても

利用したいと回答した。また、大規模トラック会社オーナーは、35 NPR 以上の料金を支払っ

てでも、利用したいと回答した。 

よって、トンネル運営・維持管理費を確保できるようトンネル利用者から料金を徴収すること

を推奨する。 
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10.7  課題の要約 

ネパール道路庁による料金徴収 

ネパール道路庁は、道路利用者からの料金を徴収する権限を持つ唯一の公共団体である。ネパ

ール道路庁は、現在料金徴収を民間企業のアウトソーシングで実施している。同じシステムが

本トンネル事業に適用できる。 

ネパール道路庁と道路局は、トンネル運営・維持管理の料金徴収の合意をすべきであり、こ

の料金収入は、トンネル運営維持管理のみ使われるべきである。 

 

トンネル管理事務所の運営 

トンネル管理事務所は、道路局によって管理される。ネパール国の最初のトンネル建設事業で

あるため、道路局はトンネル管理の経験はほとんどない。トンネル開通の前に先立って、道路

局は様々な能力向上プログラムを経験すべきである。 

民間セクターによってトンネル運営維持管理を実施するオプションもあるが、民間セクターも

また、公共インフラ管理をした経験がないため、これは推奨されない。 

      

料金徴収方針 

 料金は普通車で 25 NPR、大型車で 35NPRとする。(2014 年価格)  

 ネパール道路庁は、道路利用者から料金を徴収し、道路局は、トンネル管理事務所を新設

して、運営・維持管理を実施する。ネパール道路庁は、民間会社に料金徴収を委託して、

実施するであろう。 

 ネパール道路庁により徴収される料金は、ネパール道路庁の事務管理費を差し引いた後、

道路局へ移され、トンネル運営・維持管理のみに利用される。 

 ネパール道路庁によって徴収する料金収入は、6 ヶ月毎に道路局へ移される。最初の 6 ヶ

月間の必要となる運営・維持管理費は、ネパール道路庁の道路資金が道路局へ割り当てら

れる。 

 ネパール道路庁は、料金収入がトンネル運営・維持管理のみに利用されているかどうか、

定期的にモニタリングを行う。 

 

11. 実施計画 

11.1  実施機関 

a) 詳細設計・建設時の実施機関 

• 公共事業運輸省 道路局 

• 本事業のために、事業管理事務所が設立される。 

 

b) 運営・維持管理時の実施機関 

• 公共事業運輸省 道路局がトンネル運営・維持管理の責任機関となる。道路局が、

トンネル管理事務所を新設する。 

• ネパール道路庁が料金徴収を実施し、道路局にトンネルの運営・維持管理費に使わ

れる。 
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Ministry of Science, Technology and 
Environment (MOSTE)

Ministry of Forests and Soil
Conservation (MOFSC)

Ministry of Finance

Ministry of Physical Infrastructure
and Transport (MOPIT)

Department of Roads (DOR)Bidding Committee

• Selection of Consultant
• Selection of Contractor

Roads Board Nepal (RBN)

Allocation of O & M 
Budget

(When forest is affected)

Road Fund Allocation

Project Approval Budget Allocation

EIA and RAP 
Evaluation & Approval

Implementation   Agency

(Detailed Design/Construction Stage) (O & M Stage)

•  Detailed Design
•  Construction 
•  ROW Acquisition/RAP 

RAP Implementation

Project Management Office
Approach Road O & M Tunnel O & M 

Kathmandu 
Divisional Road 

Office

Tunnel 
Management

Office

Ministry of Energy

Nepal Electricity Authority

Power Supply

Dhading & Kathmandue Districts 
(LGUs)

• Fire Department
• Water Supply

Traffic Police

Dhading & Kathmandue Districts 
(LGUs)

Note:

: Proposed to be newly created for the Project  
 

事業実施組織図 
 

 

 

Deputy Director 
General for Foreign 
Corporation Branch

Project Director

Deputy Project
Director

1 - Chief
2 - Staff

1 - Chief
4 - Staff

1 - Chief
2 - Staff

DIRECTOR GENERAL 
DOR

Project Management Unit

Adminstrative and 

Finance Unit

Engineering Unit
(Procurement,Monit

oring, Quality 
Assurance)

Environmental 
and Social 

Monitoring  Unit

 
事業管理事務所体制図（案） 
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送電線建設に関するフレームワークは、下記に示す、事業の建設業者が行う場合とネパール電

力庁が行う場合の２つのオプションがある。オプション１を推奨する。 

 

Framework of Transmission Line Construction Work

Option-1: Constructed By Project Contractor Option-2: Constructed By NEA

Yen Loan MOPIT MOE Yen Loan MOPIT MOE

DOR NEA DOR NEA
Nominate 

Sub-contractor

Contractor for 
Tunnel 

Construction

Contractor for 
Tunnel 

Sub-Loan to MOE

Select 
Sub-contractor for 
nominated by NEA

Transmission Line 
Construction by 

selected sub-
contractor

Completed 

Supervise Supervise

Turn-over  Completed Facility to 

NEA for O&M 

Recommended Not Recommended due to complex flow of Yen Loan

Selection of 

Contractor 

Transmission Line Construction 

O  & M by NEA

Supervise

Selection of 
Construction

Supervision Consultant

Supervision by 

Selected Consultant

Note:

- Flow of Yen Loan 

Consultant for 
Tunnel Project

Consultant for 
Tunnel Project

Note:

- Flow of Yen Loan 

- Role of NEA

 

11.2  実施計画 

事業の実施計画は次の通りである。 

Period

●

●

●

●
3 2

(12mont hs )

3 2

(12mont hs )

11 12

(14  mont hs )

11 12

(14  mont hs )

1 6 6

(42  mont hs )

1 6 6

(42  mont hs )

7 6

(12  mont hs )

7

2022

L/A

2017 2019

Project Appraisal

Pledge

E/N

Capaci ty Development for O & M

Operation and
Maintenance

November 2014

February 2015

March 2015

March 2015

12 months
(2015 .3  ~ 2016 .2 )

12 months
(2016 .3  ~ 2017 .2 )

14 months
(2016 .11 ~  2017 .12)

14 months
(2016 .11 ~  2017 .12)

Procurement of
Consultant
Detailed Engineering
Design
Procurement of
Contractor

Right-of-Way Acquisition

Construction

Construction Supervision
54 months

(2018 .1  ~ 2022 .6 )

12 months
(2020 .7  ~ 2021 .6 )

2021.7 ~

202120202014 201820162015

42 months
(2018 .1  ~ 2021 .6 )

(Defect Liability Period)

 

11.3 トンネルの建設スケジュール 

トンネルの建設期間は 42 ヶ月を予定している。  
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1,930m       520m 

 

 

11.4  建設業者及びコンサルタントと調達 

実施機関である道路局は、建設業者とコンサルタントを選定する。 

 

実施機関 契約パッケージ 選定方法 

道路局 トンネル、アプローチ道

路、橋梁、料金所、交通管

制事務所、土捨場、送電線

の土木工事 

PQ付国際入札、2封筒 1ステージ入札 

 (参考書類：JICA Standard Bidding Documents 

under Japanese ODA Loans (Work)JICA 

Standard Pre-Qualification Documents under 

Japanese ODA Loans) 

詳細設計、施工管理、トン

ネル運営・維持管理能力向

上プロジェクトのコンサル

タント業務 

ショートリスト及び技術評価による選定

(QBS)  (参考書類：JICA Standard Request 

For Proposals under Japanese ODA Loans 

(Consultants)) 

 

11.5  チェンジオーダーに関するフレキシブルな対応 

詳細な調査を実施したとしても、正確な地質状況を示すことが不可能である。それゆえ、トン

ネル掘削にて当初の想定していない地質状況が現れた際には、チェンジオーダーの早急な決定

が必要とされる。早急な意思決定は、継続的にトンネル掘削作業を行うために必須である。そ

れ故、次のことを考慮する必要がある。 

 

1. 政府は、コンサルタント（コンサルタントへは適切な権限を与えられるべきである。）の

推奨の基にチェンジオーダーを承認することができる。 

2. この条件は、施工業者との契約書に明記すべきである。（これを明記することで、応札業

者が、適正価格で応札する。） 

3. 道路局は、可能なチェンジオーダーに対応できるよう十分な予算を確保すべきである。

（物価変動予備費、予備費）は、年度予算に含めておくべきである。） 

4. もし、必要であれば、道路局は、想定外の地質状況に出くわしたときに、本事業の継続性

を確保するために、他事業の予算から、このトンネル事業へ予算の再調整を考えておくべ

きである。 

 



ナグドゥンガ峠トンネル建設事業準備調査  
 

31 

 

12.  事業承認とプロセス 

12.1  事業承認 

全ての事業は、国会からの承認が必要とされ、承認のプロセスは以下の通りである。 

 

 
 

13. 事業評価 
 

JICA は 、本事業の借款契約が締結されるやいなや、事前事業評価報告書が発行される。この

報告書は次の 8 項目から構成されている。1)事業名、 2)円借款の必要性と正当性、 3) 事業の

目的、 4) 事業の概要、5) 運用効果指標(評価指標), 6) 外部要素によるリスク、7) 既存の類似事

業の評価結果と教訓、8) 評価計画  

 

JICA は、事業完了の 2 年後に事後評価を実施し、事業の効果・インパクト・持続性を評価し

なければならいこととなっている。ネパール政府は、評価の時期に確認して、運用効果指標を

含め、必要となる評価結果を提出しなければならいない。 

以下に、運用効果指標を示す。 
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指標 現況 (2014 年) 将来 (2023 年) 

運用指標   

年平均日交通量 7,700 (台/日) 10,200 (台/日) 

 

トンネル区間 - 7,600 (台/日) 

現道区間 7,700 (台/日) 2,600 (台/日) 

効果指標  

走行時間の短縮 

 

東行き（ナウビセからカトマンズへ) 30 分 7 分 (-23 分短縮) 

西行き (カトマンズからナウビセへ) 20 分 6 分 (-14 分短縮) 

走行時間費用の削減 (百万ネパールルピー／年) 

 

東行き（ナウビセからカトマンズへ) - 1,725 

西行き (カトマンズからナウビセへ) - 800 

自動車走行費用の削減 (百万ネパールルピー／年) 

 

東行き（ナウビセからカトマンズへ) 
- 770 

西行き (カトマンズからナウビセへ) - 610  

平均旅行速度の向上 

 

東行き（ナウビセからカトマンズへ) 15 km/hr 40 km/hr (25km/h 向上) 

西行き (カトマンズからナウビセへ) 25 km/hr 50 km/hr (25km/h 向上) 

交通事故件数の削減 

 

交通事故件数 240 120 (50% 削減) 

死傷事故数 130 65 (50% 削減) 
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